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特定事業者の

主たる業種 医 療  業

該当する事業

者要件
▼ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ

ー使用事業者 (原油に換
算して1,500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規貝J第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック

スはバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規貝J第10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出
事業者 (二酸化炭素に換算 して30 0 0ト ン以上))

「

戸

計 画 期 間 平成 1 8  年  4 月 平成 えθ年 3 月

基 本 方 針 環境方針 (省資源 ・省エネルギーの推進、廃乗物の滅量化、ツサイクルの推進、安全性 ・快適性の推進、
環境広報活動の推進)の 実行を推進し、5%の 温室効果ガス排出量削減を目指す。

推 進 体 制 IS014001の 認証取得による環境活動を中心に、スパイラルアンプを図る。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

内

18年度 コージェネ GHP設 置 残北病院の給湯 空 調謀源をポイラー 冷 療機からGHP ヨ ージェネに変更する。

19年度 デマンドカット装置 武田病院の電気式空田懐 (40R T球 3台)に デマンドカット装置をつけ、 15%カ ントする。

20年度 空翻熱源のループ化 EHP コ ージェネ ガ ス吸収式の冷温水を一元化し有効利用する。

温室効果ガス

の排出量等 排出区分
基準年度 く英積 '

(17)年 度
(二酸イヒ炭素張第 (i))

日環 牛慶 く計 国 ,

(アの年度
(二酸化炭素換算 (t))

呼調ｍA事 業所等排出区分 2,640 t 2,508 t -50%

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 Ⅲ1                 2,640 t ■2               2,508 t - 5 0 %

その他の地球

温暖化対策に

よる温室効果
ガスの削減量

等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化炭素換寡 (1

森林の保全及び整備 (整憶面積〕 (吸収二 ) t

府内産の木材の利用 (利用■) m】 (削減畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(光電■ ) kvh (削減畳) t

(無供給量) C」 (削減畳) t

グ リーン電力の購入 〈購入曇) (削減at) t

削減量等合計 t

差引排出量

〈俳山合Fl―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

2 640 t Ⅲ2)―(Ⅲ3)         2508 0  t - 5 %

IS014001を 平成14年に認証取得し、環境方針 (省資源 省 エネタレギーの推進、廃乗物の滅量化、 リサイク
ルの推進、安全性 ・快適性の推進、環境広報活動の推進)の 実行を推進している。 省 エネに関しては、天然ガス
コージェネレーションシステム200KWを 導入し、空調 給 湯への廃熱利用を図つている、また、システムは、中
庄配管による防災認定を取得し防災時のエネルギー確保も可能である。 増 改築時は、ポンプ関係のインパ

ーター化
や照明器具をはじめ電化製品はを省エネタイプ、グリーン購入を′心がけている。医療活動に使用する車両は、ハイブ

リンド車や、電動自転享等を使用している。

運 絡 先 担 当 部 暑

担 当 者 氏 名

住 所

電 語 番 号

フ ァ ク シ ミ ツ番 号

注 1該 当する日には レ 印を記入してください。特定事業者以外で自主歩カロされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画期間の前年度を、 「目標年度Jと はgt画期間の最終年度をいいます。

3 f事 業所年排出E分 Jと は、京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギ
ーの使用に伴い発生する温室効果〃スを 「輸送車両排出区分〕

とは 自 動車連送車業者については使用の本拠の位置を京都市内とする車両の排出する温室効果〃スを、鉄道事業者についてli候有する資物車

両又1ま旅客車両の排出する温宣効果ガスを 「そのlL排出区分Jと は 上 記以外の京都府内における事業所年の事業活動に伴い発生する温室効

果ガス をいいます。
省エネ喪あ開発などlL者の温宣4「 特記事項Jに は 平 成 2年 度 (1990年 度)を 基準とした排出童の対比やエネルギ

ー原単位C02〕F出重 省 エネ製品開発ち

効果ガス排出肖,滋への貢献 グ リーン調達の採用、特定フロンなどの姿閉指定タトの温室効果ガスの削減などを記入してください効果ガス排出肖,滋への貢献


